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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成30年11月29日(2018.11.29)

【公開番号】特開2017-85281(P2017-85281A)
【公開日】平成29年5月18日(2017.5.18)
【年通号数】公開・登録公報2017-018
【出願番号】特願2015-209936(P2015-209936)
【国際特許分類】
   Ｈ０３Ｂ   5/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０３Ｂ    5/30     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成30年10月18日(2018.10.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のコイルと、第２のコイルと、を有する発振回路と、
　前記発振回路よりも後段に設けられ、第３のコイルを有するフィルター回路と、を含み
、
　前記第１のコイル、前記第２のコイル及び前記第３のコイルは、集積回路の一部であり
、
　前記集積回路の平面視で、前記第３のコイルは、前記第１のコイルの中心と前記第２の
コイルの中心とから等距離にある仮想直線と交差するように配置されている、発振モジュ
ール。
【請求項２】
　前記発振回路は、可変容量素子を含み、
　前記可変容量素子は、前記集積回路の一部であり、
　前記集積回路の平面視で、前記可変容量素子は、前記第１のコイルと前記第２のコイル
との間に配置されている、請求項１に記載の発振モジュール。
【請求項３】
　前記発振回路は、差動増幅器を含み、
　前記差動増幅器は、前記集積回路の一部であり、
　前記集積回路の平面視で、前記差動増幅器は、前記可変容量素子と前記第３のコイルと
の間に配置されている、請求項２に記載の発振モジュール。
【請求項４】
　前記集積回路は、前記第１のコイルと接続されている第１のパッドと、前記第２のコイ
ルと接続されている第２のパッドと、を含み、
　前記第１のコイルと前記第１のパッドとの距離は、前記第３のコイルと前記第１のパッ
ドとの距離よりも短く、かつ、前記第２のコイルと前記第２のパッドとの距離は、前記第
３のコイルと前記第２のパッドとの距離よりも短い、請求項１乃至３のいずれか一項に記
載の発振モジュール。
【請求項５】
　前記発振回路は、
　第１の入力ポートと、第２の入力ポートと、第１の出力ポートと、第２の出力ポートと
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、を有するＳＡＷフィルターを有し、
　前記第１のパッドは前記第１の出力ポートと接続され、前記第２のパッドは前記第２の
出力ポートと接続されている、請求項４に記載の発振モジュール。
【請求項６】
　前記第１の出力ポートから前記第１の入力ポートに伝搬する信号と、前記第２の出力ポ
ートから前記第２の入力ポートに伝搬する信号とは互いに逆相である、請求項５に記載の
発振モジュール。
【請求項７】
　前記発振回路は、差動で動作する、請求項１乃至６のいずれか一項に記載の発振モジュ
ール。
【請求項８】
　前記フィルター回路よりも後段に設けられている出力回路を含み、
　前記発振回路は、差動信号を出力し、
　前記発振回路から前記出力回路に至る信号経路上にある回路は差動で動作する、請求項
１乃至７のいずれか一項に記載の発振モジュール。
【請求項９】
　ＳＡＷ共振子と、
　前記ＳＡＷ共振子に電気的に接続された集積回路と、を備え、
　前記集積回路は第１のコイル、第２のコイル、及び第３のコイルを含み、
　前記第１のコイル、前記第２のコイル、及び前記第３のコイルは、前記集積回路に集積
化されたスパイラルインダクターであり、
　前記集積回路の平面視で、前記第３のコイルは、前記第１のコイルの中心と前記第２の
コイルの中心とから等距離にある仮想直線と交差するように配置されている、発振モジュ
ール。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれか一項に記載の発振モジュールを備えている、電子機器。
【請求項１１】
　請求項１乃至９のいずれか一項に記載の発振モジュールを備えている、移動体。
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